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Vondrak [3] は，それを改善してある小さな定数  に
1
ついて (e=(e   1)   )-近似を達成した．割当制約つ
き複数ナップサック問題は一般化割当問題の特別な場
















FPTAS は (1 + 2k+1 + )-近似を達成する．この近似

























fa1;    ; ang，ナップサック全体の集合を J =
fb1;    ; bmg とする．このとき，それぞれのアイテ
ム a 2 I には利得 p(a) とサイズ l(a) が，それぞれ
のナップサック b 2 J には容量 c(b) が決まっている
ものとする．また，アイテム a 2 I とナップサック
b 2 J に対して，aが bに割当可能かどうかがあらかじ
め決まっており，割当可能ならば，またその場合のみ












l(a)x(a;b)  c(b); 8b 2 JX
b2 (a)
x(a;b)  1; 8a 2 I
x(a;b) 2 f0; 1g; 8(a; b) 2 E
ただし， (a) = fb j (a; b) 2 Eg， (b) = fa j (a; b) 2
Egとする．x(a;b) はアイテム aをナップサック bに入
れるかどうかを表す変数であり，x(a;b) = 1 のとき入
れる，x(a;b) = 0 のとき入れないことを意味する．割






































要な O(n log n)と割当可能かどうか調べていく過程で
必要な O(mn)の合計 O(n log n+mn)である．
3.2 Match-and-FPTAS
Match-and-FPTAS は Miyazaki ら [8] によって
2015年に提案されたアルゴリズムである．このアルゴ








 (a; b) 2 E :
Algorithm 1 貪欲法
for each a 2 I do
(a) := p(a)=l(a)
for each b 2 J do
v(b) := c(b)
for (a)が大きい順にすべての a 2 I について do
for each b 2 J do
if (a; b) 2 E かつ v(b)  l(a) then









ク問題に分割し，それぞれを (1+ )-近似の FPTASを
用いて解く．
このアルゴリズムの計算時間は，O(T (m;n) +
m2n2 + mn3 1) である．ただし，T (m;n) はそれ





















 CPU: 1.7GHz Intel Core i7.
 メモリ: 8GB.





こなった．kmin = 5 とした．例題のサイズを大きく
すると SCIP の計算時間が莫大になってしまうため，
m = 5以下についてのみ実験をおこなった．




































































実験結果は図のようになった (図 3, 図 4, 図 5, 図 6,
図 7, 図 8) ．
重みつき Match-and-FPTAS と利得重みつき
Match-and-FPTAS は，元の Match-and-FPTAS と
比べてよい解を返した．しかし，これらすべてが，m
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解に対する比 (kmin = 1，n = 10mの場合)


























解に対する比 (kmin = 5，n = 10mの場合)
























解に対する比 (kmin = 9，n = 10mの場合)


























解に対する比 (kmin = 1，n = 30mの場合)

























解に対する比 (kmin = 5，n = 30mの場合)



























解に対する比 (kmin = 9，n = 30mの場合)
5
が大きくなると貪欲法よりも悪い結果になった．降
順貪欲法と比べると，kmin = 1，n = 10m のときは
降順貪欲法と同程度もしくはより悪いが，kmin = 9，


















平均をとった．その結果は図 9, 図 10のようになった．
























図 9 さまざまな に対するMatch-and-FPTASの




の規模の例題では  = 0:1 でもほとんどの場合単一

























図 10 さまざまな  に対する Match-and-FPTAS
の貪欲法との比 (kmin = 5の場合)
ナップサック問題の最適解が求まっているからではな

















































ラム，JSPS 科研費 24500013 および 15K15979 の助
成を受けたものである．
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